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令和８年 新年あいさつ 

理事長 杉野 宏 

新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いします。早くも理

事長となり４年が過ぎました。この間、会員の皆様のご理解・ご協力により円滑に会を運

営することができました。あらためまして会員、そして事務局の皆様のご支援に感謝申し

上げます。 

いま、農業・農村は、人口減少に伴う国内市場の縮小や生産者の減少・高齢化等の課題

に直面しているほか、世界的な食料情勢の変化に伴う食料安全保障上のリスクの高まりや、

気候変動、さらには地域紛争等の課題への早急な対応に迫られている中で、一昨年６月に

「食料・農業・農村基本法」が四半世紀ぶりに改正され、昨年は基本法の改正に伴い関連

する「土地改良法」などの改正、そして「土地改良長期計画」が一年前倒しで改正される

予定です。また、令和のコメ騒動により、米政策も令和９年度から大幅に改正する旨のア

ナウンスもあり、今までとはちがう画期的な農業政策・土地改良政策となることを期待し

ています。 

昨年１２月末に概算決定した令和８度の土地改良関係予算は４，５０４億円で、令和７

年補正予算2，４３９億円と合せて6，９４２億円（R７：6，５００億円）前年比で４４２

億円増の予算が確保される予定です。 

農業構造改革のため有効に使われることを願います。 

予算については、会員の皆様方が活躍されていた数十年前からは大きく減っていますが、

土地改良の職域代表として進藤かねひこ参議院議員・宮崎まさお前参議院議員が、地域の

声を確実に農林水産省や政府に届けたことで、必要な予算の確保や新たな制度の創設など

により、農業の競争力強化、安全安心な食料の確保、防災・減災・国土強靭化ための予算

が確保され、土地改良事業が確実に進められています。宮崎さんの７月の戦いは残念な結

果となりましたが、今後のご活躍を陰ながら応援したいと思います。 

今年度も多面的機能支払交付金事業の現地確認調査を千葉県土地改良事業団体連合会よ

り受託し取り組んでいるほか、地域の土地改良協会の事務を受託し事務局を中心に取り組

んでいます。土地改良協会の事務委託も年々少なくなっていますが、要望がある限り取り

組んでいけたらと思います。 

終わりに NPO ちば水土里支援パートナーも１7年目を迎え、皆様の豊富な経験は、農

業・農村の持続的な発展にまだまだ必要ですので、皆様方のご健勝とご活躍を祈念申し上

げるとともに、会の益々の発展を祈念して新年の挨拶といたします。 
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活動実績        （令和７年４月１日～令和８年１月２９日） 

    月     日                  活   動   内   容 

  ４月 １日(月） 千葉県耕友会事務処理支援業務受託契約 

        〃 千葉土地改良協会千葉支部事務支援業務受託契約 

〃 安房中央ダム定期点検業務受託契約 

〃 利根川流域調節池連絡会事務支援業務受託契約 

４月１８日（木） 安房中央ダム堤体観測（南房総市） 

４月２２日（木） 千葉土地改良協会千葉支部第１回理事会（千葉市） 

５月１６日（金） 千葉土地改良協会会議（千葉・市原両支部）（市原市） 

５月１６日（金） 令和６年度水土里支援パートナー事業監査（土地改良会館） 

   〃 令和７年度水土里支援パートナー第１回理事会（土地改良会館） 

５月２６日（月） 千葉土地改良協会千葉支部通常総会（千葉市） 

６月１３日（金） 令和６年度水土里支援パートナー第１６回通常総会（土地改良会館） 

６月１９日（木） 安房中央ダム堤体観測（南房総市） 

６月２１日（土） 千葉県耕友会総会開催（千葉市） 

７月 １日（火） 第３１回「農村環境写真コンテスト」審査会（土地改良会館） 

７月２５日（金） 利根川流域調節池連絡会第1回連絡会（柏市） 

８月１２日（火） 第３１回「農村環境写真コンテスト」表彰式（きぼーる） 

８月２０日（水） 安房中央ダム堤体観測（南房総市） 

９月１６日（火） ちば水土里支援会報 第３５号発行 

 （県行政機関、関係土地改良区へは訪問して手渡した） 

１０月２３日（木） 安房中央ダム堤体観測（南房総市） 

１１月２７日（木） 千葉土地改良協会千葉支部第２回理事会（千葉市） 

１２月１２日（金） 令和７年度第１回役員会（千葉市） 

１２月１８日（木） 多面的機能支払交付金現地確認業務（長生村）受託契約 

１２月２５日（木） 多面的機能支払交付金現地確認業務（東庄町）受託契約 

１月２０日（火） 千葉土地改良協会千葉支部視察研修（大原幽学記念館ほか） 

 

・活動状況 （事務支援業務） 

５月１６日 千葉土地改良協会役員会議（千葉・市原両支部）（千葉農業事務所） 
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令和８年1月20日 千葉土地改良協会千葉支部 視察研修 

大原幽学記念館 

 

 ビデオによる大原幽学の生涯と宮負館長から展示物並びに屋外展示施設の丁寧な説明を受けまし

た。 

 

篠本新井土地改良区 

 

 

 伊橋理事長から経営体

育成基盤整備事業の概要

と基盤整備をきっかけに

設立された３集落営農組

織の状況を改良区作成資

料に基づいて説明を受け

ました。 
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昭
和
四
五
年
災
害
応
援
記 

●
大
多
喜
町
編 

 
 

あ
る
日
突
然
に
降
っ
て
沸
い
た
よ
う
に
、
大
多
喜
町
へ
の

災
害
応
援
を
申
し
渡
さ
れ
る
。 

 

さ
ぁ
ぁ
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。
何
せ
今
だ
全
て
に
つ
い

て
半
人
前
以
下
で
あ
り
、
特
に
仕
事
に
関
し
て
は
尚
更
で
あ

っ
た
。 

 

こ
こ
（
現
職
場
）
に
い
れ
ば
、
た
い
し
て
役
に
も
た
た
な

い
な
が
ら
も
小
さ
い
身
体
で
大
き
な
顔
を
し
て
い
ら
れ
た
も

の
を
と
、
嘆
き
節
で
あ
っ
た
。 

 

そ
う
も
謂
っ
て
ら
れ
ね
ぇ
か
。
何
と
か
や
る
っ
き
ゃ
ぁ
ね

ぇ
な
と
身
支
度
を
始
め
た
も
ん
で
す
。 

 

昭
和
４
５
年
（
１
９
７
０
年
）
７
月
１
日
の
豪
雨
は
県
南

部
の
大
多
喜
町
を
襲
い
甚
大
な
土
砂
災
害
・
水
害
等
を
引
き

起
こ
す
。 

 

県
よ
り
災
害
復
旧
要
員
と
し
て
、
大
多
喜
土
木
事
務
所
を

経
由
し
大
多
喜
町
に
赴
任
す
る
。
赴
任
早
々
に
被
災
現
地
を

案
内
さ
れ
、
河
川
の
中
に
落
ち
込
む
県
道
橋
、
河
川
・
県
道

の
崩
落
等
凄
ま
じ
い
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。 

 
 

突
然
に 

襲
い
し
豪
雨
は 

人
々
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

常
の
生
活 

奪
い
去
り
て
か 

 

赴
任
当
日
は
被
災
現
地
の
確
認
や
町
役
場
職
員
と
の
班
編

制
・
食
事
な
ど
の
打
合
せ
を
す
る
。 

 
 

朝
食
と
夕
食
は
役
場
か
ら
歩
い
て
七
分
程
度
に
あ
る
大
多

喜
駅
に
近
接
す
る
「
南
園
」
と
い
う
食
堂
で
と
る
こ
と
に
な

っ
た
。
昼
飯
は
漬
け
物
等
簡
単
な
付
合
わ
せ
を
し
た
お
に
ぎ

り
を
朝
飯
時
に
用
意
し
て
貰
い
、
筆
記
用
具
等
と
一
緒
に
ナ

ッ
プ
ザ
ッ
ク
で
背
負
っ
て
い
っ
た
。 

 
 

ま
た
洗
濯
は
各
自
対
応
と
な
っ
た
が
、
結
局
小
生
は
役
場

の
女
史
用
務
員
に
殆
ど
お
任
せ
で
あ
っ
た
。
気
立
て
の
い
い

女
史
用
務
員
で
あ
る
と
き
女
性
役
場
職
員
を
嫁
さ
ん
に
連
れ

帰
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

県
か
ら
の
派
遣
員
は
班
長
の
川
上
さ
ん
・
九
州
出
身
の
小

原
さ
ん
・
井
上
栄
さ
ん
そ
し
て
小
生
の
四
人
で
っ
た
。 

 

町
役
場
職
員
の
我
々
と
の
連
絡
員
は
、
小
生
と
同
年
の
吉

野
輝
代
冶
さ
ん
・
鈴
木
さ
ん
そ
し
て
元
吉
女
史
で
あ
っ
た
。 

 

小
生
は
町
役
場
で
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
木
内
氏
（
？
）
と

組
み
被
災
箇
所
の
測
量
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 

小
生
は
入
庁
四
年
目
で
、
ま
だ
独
り
立
ち
も
し
て
い
な
い

若
造
で
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ら
れ
る
訳
も

な
く
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
に
独
り
立
ち
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

面
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
高
校
時
代
の
測
量
実
習
を
思
い

出
し
な
が
ら
必
死
な
想
い
で
取
り
組
ん
だ
。 

 
 

木
内
さ
ん
は
年
下
の
小
生
の
測
量
助
手
と
し
て
頼
も
し
い

・寄 稿 

昭和４５年災害応援記 ・・・・・・・・・・ 会員 鈴木 一雄 

（寄稿していただいた書式に合わせ縦書きで記載しました） 
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相
棒
だ
っ
た 

 
 

昼
間
は
日
の
暮
れ
る
ま
で
目
一
杯
現
地
の
測
量
、
夜
は
図

面
起
こ
し
と
査
定
設
計
書
の
作
成
と
夜
中
ま
で
仕
事
に
励
ん

だ
。 

 
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
年
）
一
一
月
二
六
日
何
時
も
の

よ
う
に
、
仕
事
場
で
あ
る
災
害
復
旧
対
策
本
部
に
出
勤
す
る

と
、
次
の
よ
う
な
と
ん
で
も
な
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
た
。 

 

『
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
年
）
一
一
月
二
五
日
、
三
島

由
紀
夫
は
東
京
市
ヶ
谷
の
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
総
監
部
で

割
腹
自
殺
を
遂
げ
る
。 

 

三
島
は
、
自
ら
作
っ
た
楯
の
会
の
会
員
四
人
と
と
も
に
、

日
本
刀
・
関
の
孫
六
を
手
に
、
総
監
部
に
押
し
入
り
、
益
田

総
監
を
縛
り
上
げ
た
う
え
、
自
衛
隊
員
に
決
起
を
促
す
演
説

を
バ
ル
コ
ニ
ー
で
行
っ
た
直
後
、
三
島
と
楯
の
会
の
隊
員
一

人
が
切
腹
自
殺
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。』 

 
 

心
酔
し
て
い
る
三
島
由
紀
夫
で
あ
る
小
生
は
役
場
連
絡
員

の
元
吉
女
史
に
頼
み
込
ん
で
新
聞
全
紙
を
手
に
入
れ
保
管
し

て
い
た
が
、
現
在
の
住
居
に
引
っ
越
し
の
際
に
泣
く
泣
く
処

分
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

一
方
、
丁
度
こ
の
日
の
晩
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、

季
節
外
れ
の
大
雨
が
香
取
地
域
を
襲
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。 

 
 

こ
の
大
雨
は
、
佐
原
市
・
山
田
町
・
小
見
川
町
に
大
被
害

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

こ
の
季
節
外
れ
の
大
雨
は
小
生
の
そ
の
後
に
大
き
く
係
わ

り
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
急
遽
本
来
の
勤
務
地
へ
呼
び
戻
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

そ
し
て
定
年
退
職
を
迎
え
、
何
時
し
か
あ
の
日
か
ら
四
十

八
年
が
過
ぎ
て
い
た
。 

 
 

こ
の
頃
に
な
る
と
無
性
に
過
去
が
懐
か
し
く
な
り
、
四
十

八
年
振
り
に
大
多
喜
町
役
場
を
訪
れ
、
既
に
退
職
し
て
い
る

三
人
の
連
絡
員
を
災
害
対
策
本
部
前
で
撮
影
し
た
一
枚
の
写

真
を
手
が
か
り
に
探
し
て
も
ら
う
。 

 
 

運
の
い
い
こ
と
に
当
時
を
知
っ
て
い
る
副
町
長
の
対
応
に

よ
り
、
そ
の
内
の
一
人
で
あ
る
吉
野
輝
代
冶
氏
と
会
う
こ
と

が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

四
十
八
年
ぶ
り
の
出
会
い
は
ま
さ
に
一
瞬
で
昭
和
四
十
五

年
へ
と
戻
る
こ
と
が
出
来
、
一
つ
の
思
い
出
に
次
々
と
当
時

の
事
柄
が
誘
発
さ
れ
、
気
が
つ
く
と
四
時
間
と
い
う
刻
が
す

ぎ
て
い
た
。
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・事務室をリニューアルしました 

 

千葉県土地改良事業団体連合会（以下、「土連」）の事務室のリニューアルに合わせ

て、NPO 事務室もリニューアルしました。 

 土連のご厚意により、設立当初より事務室の机・椅子等は古いものを有効活用させて

いただいていましたが、本年度に土連において事務機器等を全て入れ替えることとなり、

NPO でも机・椅子等を更新することしました。 

 インターネットでできるだけ経済的な事務機器を購入し、事務局員総出で約１か月か

かりましたが、ようやく新しい事務室が整いました。 

 新しい事務室の配置は、大きなテーブルの周りに事務局員が８名程度まで適宜座れる

形式として自由度を持たせました。急な業務対応があった場合でも、事務作業がスムー

ズにこなすことができると思います。 

 また、普段はテーブルの上には何も置かないようにして、会員の来訪時には歓談でき

るよう努めています。 

 会員の皆様には、コーヒー等の湯茶の用意もしていますので、お近くにお越しの際は

是非 NPO の事務室によっていただき、情報交換等の場として有効活用していただければ

幸いです。 

 

〈編集後記〉 
令和８年１月１日は残念ながら雲が出ていて初日の出が撮れなく、巻頭の写真は前に撮った写

真を利用しております。 

２会員の方から投稿と土地改良事務所の前身ついての資料の提案を頂いております。資料の記

載方法など検討して次回につなげたいと考えています。(atsushi 記) 
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